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子
育
て
安
心
の
環
境
は

問
　
令
和
３
年
度
の
保
育
所
入

所
保
留
者
に
対
し
て
行
っ
た
意

向
分
析
の
結
果
と
、
明
確
に

な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
伺
う
。

市
長
　
申
込
理
由
別
で
は
「
復

職
」
と
「
就
労
」
が
約
80
％
、

年
齢
別
で
は
「
０
歳
児
」
と

「
１
歳
児
」
が
約
95
％
、
地
区

別
で
は
「
海
岸
地
区
」
と
「
大

野
地
区
」
が
約
50
％
で
あ
っ

た
。
出
産
後
す
ぐ
に
働
き
た
い

と
い
う
利
用
者
の
比
率
が
高

く
、
自
宅
に
近
い
保
育
所
を
希

望
す
る
と
い
う
傾
向
が
伺
え
る

こ
と
か
ら
、
低
年
齢
児
を
多
く

受
け
入
れ
る
小
規
模
保
育
事
業

所
や
、
早
期
の
整
備
が
期
待
で

き
る
賃
貸
改
修
方
式
の
認
可
保

育
所
な
ど
の
整
備
を
政
策
的
に

進
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
考

え
て
い
る
。

問
　
保
育
士
確
保
策
の
３
つ
の

柱
と
し
て
実
施
し
て
い
る
各
事

業
の
利
用
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
３
年
11
月
末
で
、
就
職

促
進
貸
付
金
が
11
人
、
就
労
支

援
交
付
金
が
42
人
、
奨
学
金
返

済
支
援
補
助
金
が
５
人
と
な
っ

て
い
る
。

教
育
委
員
会
に
問
う

問
　
小
中
学
校
に
配
備
し
た
タ

湘
南
海
岸
公
園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備

問　
龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地
を

先
行
整
備
で
き
な
い
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
プ
ー
ル
跡
地

と
東
側
の
樹
林
地
を
一
体
の
区

域
と
す
る
公
園
と
し
て
計
画
さ

れ
て
お
り
、
部
分
的
に
先
行
し

て
整
備
が
で
き
な
い
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況 

調
査
の
結
果
か
ら

問　
成
果
・
課
題
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
「
い
じ

め
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て

も
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
う
」

と
回
答
す
る
児
童
生
徒
の
割
合

が
年
々
高
く
な
る
一
方
で
、
半

数
以
上
が
「
平
日
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
を
２
時
間
以
上
す
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
全
国
を
上

回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
学

校
で
の
指
導
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
と
連
携
し
た
細
や
か
な
指

導
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

平
塚
駅
北
口 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

問　
平
塚
駅
周
辺
の
移
動
円
滑

化
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
い
じ
め
に
用

い
ら
れ
な
い
た
め
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長
　
各
学
校
で
い
じ
め
は

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
指

導
し
て
い
る
。
情
報
モ
ラ
ル
教

育
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
。
い
じ
め
に
用
い
ら
れ
る

恐
れ
の
あ
る
チ
ャ
ッ
ト
機
能
は

使
用
で
き
な
い
よ
う
に
制
限
を

か
け
、
学
校
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に
フ
ィ

ル
タ
ー
を
設
定
し
て
い
る
。

問
　
国
が
示
す
学
校
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
整
備
目
標
に
向
け

た
検
討
内
容
と
、
ト
イ
レ
洋
式

化
の
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

教
育
長
　
各
学
校
の
現
況
調
査

後
に
課
題
を
整
理
し
、
整
備
目

標
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。
ト

イ
レ
洋
式
化
は
毎
年
５
校
程
度

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
収
束
後
、 

平
塚
市
の
経
済
対
策

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
本
市
経
済
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
中

小
企
業
へ
の
支
援
策
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
市
の
融
資
制

度
の
拡
充
や
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
支
援
な
ど
、
感
染
症
の
各

段
階
に
応
じ
た
支
援
策
を
実
施

し
て
き
た
。
今
後
も
必
要
な
支

援
策
を
展
開
し
て
い
く
。

問
　
飲
食
店
業
へ
の
支
援
策
を

伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
実
施
店
の
情
報
発
信
や
、
感

染
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
取
り
組
み
へ
の
応
援
金
交
付

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き

続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
。

災
害
に
強
い 

ま
ち
づ
く
り

問
　
３
年
７
月
３
日
の
大
雨
な

ど
に
よ
る
浸
水
被
害
で
、
金
目

川
、
鈴
川
沿
い
の
住
民
へ
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
。
鈴
川
の

問
題
箇
所
の
抽
出
と
、
対
策
計

画
の
見
え
る
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。

土
木
部
長
　
鈴
川
に
つ
い
て

は
、
最
下
流
部
の
金
目
川
と
の

合
流
部
及
び
板
戸
川
、
大
根
川

が
合
流
す
る
三
川
合
流
部
か
ら

上
流
は
流
下
能
力
不
足
で
河
川

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
対
策
計

画
の
見
え
る
化
は
、
近
隣
市
と

組
織
す
る
鈴
川
改
修
整
備
促
進

協
議
会
や
県
と
連
携
し
、
周
知

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
見
附
台

周
辺
地
区
の
今
後

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

子
育
て
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
育
、
ト

イ
レ
洋
式
化
な
ど
諸
課
題
を
問
う

出
村 

光 

議
員

「
選
ば
れ
る
ま
ち
・
住
み
続
け
る

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て

山
原 

栄
一 

議
員

環境厚生
　議案９案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきものと決定しま
した。
○議案第97号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　児童福祉総務費の民間保育所
保育士確保支援事業について、保
育士確保の取り組みを支援するた
めの増額補正だが、対象者の人数
を伺う。
　当初予算では７人分を計上し
ていたが、利用者が１１人となった

ため４人分を計上している。
○議案第101号　令和３年度平塚
市一般会計補正予算
　新型コロナウイルス感染症生
活困窮者自立支援金給付費の新型
コロナウイルス感染症生活困窮者
自立支援金給付事業について、支
給対象になっている人の生活状況
をどのように捉えているのか。
　申請の際に、くらしサポート
相談の窓口で聞き取りをしてお
り、この申請以外にも案内できる
ものがあれば、相談の中で対応し
ている。

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第97号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　戸籍住民基本台帳費の戸籍及
び住民基本台帳事業について、各
種証明書のコンビニ交付利用者の
増加により増額補正をするとのこ
とだが、この増額補正の委託手数
料はどのように支払われるのか。
　コンビニ交付業務を運営して
いる地方公共団体情報システム機

構（Ｊ－ＬＩＳ）を通じてコンビ
ニ事業者などに支払われている。
　図書館費の中央図書館管理事
業について、中央図書館の空調設
備冷却塔を修繕するという内容だ
が、カビの発生や紙の劣化を防ぐ
ために、図書館の書庫や閲覧室な
どの温湿度管理はどのように行っ
ているのか伺う。
　図書館内は、現在、空調設備
を使いながら管理している状況で
あるが、温度と湿度は一日に３回
程度、委託業者が各部屋に設置さ
れた温湿度計で確認している。

■�一般会計から自動車安全特別会計への繰戻しに関する意見書
（抜粋）
　自動車損害賠償保障制度は、自動車ユーザーが支払った保険
料にて、不幸にして交通事故の被害に遭った人たちの救済を確
かなものにする仕組みであり、世界に誇れる制度である。
　しかし、保険料から交通事故被害者への支援を中心とする交
通事故対策のために積立てた資金が、当該保険料を支払ってい
る自動車ユーザーにあまねく知られないまま、国の一般会計に
貸し出されており、いまだに６，０１３億円（令和３年度末）が返
済されずにいる。
　自動車ユーザーのみならず、すべての国民が安心して移動の
自由を享受できる社会を持続していくためにも、被害者救済や
事故防止対策などの事業を行っている「自動車損害賠償保障制
度」の持続可能性を高めることは大変重要である。
　よって、国及び政府においては、令和４年度予算に自動車安
全特別会計への繰戻しを、大臣間の合意に従い履行されるべき
と考え、次の内容について強く要望する。
１�　自動車安全特別会計から一般会計に繰り入れられている６，
０１３億円を大臣間の合意に従い、早期に返済すること。
２�　今後、交通事故の被害者が将来にわたって手厚いサービス
を受け、安全・安心して生活することができ、被害からの回
復が可能となるよう、さらなる充実を図るとともに、これら
の問題に関し、十分な説明責任を果たすこと。
３�　交通事故による被害者を減らすため、事故防止対策のさら
なる充実に向けて、自動ブレーキなどの安全装置を備えた安
全運転サポート車の普及や、認知症支援と連動した免許制度
の整備、車道と歩道の区別がない道路での歩行者を守る対策
など、具体的な施策の推進を図ること。

　議員から、次の意見書が提案され、
全員異議なく可決しました。ホーム
ページには全文を掲載しています。意見書

し た可 決

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

副
市
長　
駅
前
広
場
と
改
札
階

を
結
ぶ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
経
路

の
整
備
と
、
下
り
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
案
内
表
示
の
設
置
を
関
係

者
と
調
整
し
て
い
る
。

問　
稼
働
予
定
時
間
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
今
の
と
こ
ろ

朝
４
時
30
分
か
ら
深
夜
１
時
ま

で
を
考
え
て
い
る
。

岡
崎
住
宅
の
跡
地

問　
跡
地
活
用
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
現
在
、
行
政

目
的
で
の
利
活
用
の
有
無
を
確

認
し
て
い
る
。
市
営
岡
崎
住
宅

は
広
大
な
敷
地
に
こ
れ
ま
で
多

く
の
人
が
生
活
し
て
い
た
居
住

エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利

活
用
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
の
意
見
も
参
考
に
し

て
進
め
て
い
く
。

湘南フォーラム
所 属 議 員

府川　正明 議員




